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（別添資料１）

事業所名 はっぴい西宮北口 支援プログラム（参考様式） 作成日

法人（事業所）理念
法人理念：お客様とご家族の笑顔、地域の活性化、スタッフの幸せを追求します。
事業所理念：安心して楽しくデイサービスに通い、日常の生活、活動、遊び、学習等の中で、コミュニケーションのやりとりを学び成長していけることを目指します。

支援方針

利用者様とご家族様が、その人らしくありながら、周りの人にも受け入れてもらえ、安心して幸せに生きられるように。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

●利用者様の健康な生活の為、生活リズムを整えられるように保護者様へのアドバイスを行ったり、利用者様への声掛けなどの支援をします。安心して過ごせるように配慮します。
●レクリエーションの活動では身体を動かしたり、クッキングの活動では調理の仕方を学ぶなど、楽しみながら生活の自立に繋がる活動をしています。
●SSTで、夏の暑い季節に健康に過ごせる過ごし方や、感染症のある時期に、気を付けることなどを学ぶ支援をしています。

●ミュージックケアの活動では、音楽にあわせて身体を動かし、運動、感覚を養います。レクリエーションの活動では、遊びながら、楽しみながら身体を動かします。
●公園遊びなど、外気に触れ、身体を動かす外出を取り入れています。
●製作活動の時間には、手先を使って、ハサミや紙を使って製作をしたり、色鉛筆や水彩ペン、水彩絵の具など、様々な材料に触れ、色彩感覚を養います。
●ガーデニングで、植物を育てる楽しさを味わい、成長を観察します。　　●聴覚過敏の利用者様にイヤマフの提供など、安心して過ごせる環境の工夫をしています。

●SSTで、フラッシュカードを使って、「視知覚トレーニング」を行っています。ビジョントレーニングで視覚的認知機能の発達練習を行います。
●SSTで、人と人との距離を認知できるように支援したり、絵カードを使って、具体的な行動を認識できるように支援します。
●学習は苦手なお子様が多いですが、「学習が嫌なもの」にならないように、出来た達成感を大切にし、学習習慣をつけるように支援します。
●自由遊びの中でも、タブレット使用の時間管理を通じて、自己調整する力を習得できるよう支援します。

●日常の遊びの中でも、友達や職員への声掛け、感じの良いコミュニケーションのやりとりが出来るように、仲立ちしたり、支援します。
●SSTで、絵カードを使って、どのような声掛けをするのがふさわしいかなど、考える機会を持ち、実践に繋げていきます。
●発語ができない、少ない利用者様には、ジェスチャー、絵カード、タブレットなどの表現できる手段を用いて意思を表せるように練習をしていきます。

●友だちや職員とのやりとりの中で、協調性を学び、社会性に繋げていきます。
●「お店屋さんごっこ」のなかでは、買い物をする時の、お店の人とのやりとり、お金のやりとりや計算などを学びます。実際の「買い物体験」で実践します。
●施設見学などを通じ、公共のマナーを学びます。公園遊びの中でも地域のお子様や、異年齢の方とのふれあいの中で、順番を守るなどの実践をします。

主な行事等

調理活動：月見バーガー、チャーハン、ご飯ケーキ、ナポリタンスパゲティ、卵サンド、おやつ作りでサニーパン、ガレット、ハムチーズの兜焼き、肉まんなど。製作活動：アルバム製作、自己紹介カード作り、壁面工作、イースターエッグ、レジンのキーホ
ルダー、ストロー飛行機、風鈴、竹とんぼなど。購入活動：お弁当購入、おやつ購入、ダイソー、マックカフェ、ミスタードーナツ、31アイスクリーム、パンツアーなど。外出活動：どうぶつ王国、竹中大工道具館、めんたいパーク、尼崎城、伊丹子ども科学
館、市立図書館、焼肉特急、大阪市下水道科学館、カップヌードルミュージアム、荒牧バラ公園、キューピーマヨネーズ工場見学、森永乳業工場見学、クリーンランド見学、灘浜サイエンススクエア、兵庫津ミュージアム、電車でお出かけなど。防災活動：訓
練は、地震、洪水、火災それぞれ行っており、緊急連絡先名札の着用、災害伝言ダイヤル体験、被災者の体験談、防災センター体験、防災ゲームなど、年間通じて行っています。季節行事：夏祭り、芋ほり体験、ハロウィンパーティー、クリスマス会、初詣な
ど。

家族支援

●日常の保護者様のお困りごとを一緒に考えたり、必要な場合は、支援会議に繋げるなど、の支援をしていま
す。利用者様の様子を観察し、安心して健康に過ごせる環境を保護者様とともに作れるように作れるように協
力します。●定期的に保護者懇談会を行って、保護者間の繋がりを支援したり、療育参観で保護者様の理解を
深めてもらう支援をしています。

移行支援

●進学や就労を見据え、本人の自覚を促したり、意思の確認、自己決定の
促しをしたり、進路について、保護者様と協力し、一緒に考えたり、助言
を行います。

地域支援・地域連携

学校や相談支援事業所、利用されているデイサービス、と情報を共有し、支援
します。 職員の質の向上

●虐待研修への参加義務をはじめ、西児連等の外部研修の推進、アセスメ
ント会議を通じて支援の意識の向上を図ります


